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基幹産業としての観光が目指す姿を描く中長期的ビジョン策定について 

 

公益社団法人日本観光振興協会 

 

１．趣旨 

コロナ禍を経て、落ち込んだ観光産業のイメージ、また、就業先として若い世代に敬遠さ 

れている等の課題については、観光産業の地域への経済的な貢献、社会的使命がいまだ完全 

に理解を得られていないことによるものといえる。これを打開するため、観光は交流によ 

り、人と人との関係を広げ強固にし、地域を結び、かつ日本と世界を結ぶもの、といった意 

義をアピールしていくとともに、観光産業は我が国の基幹産業として、将来性、重要性、地 

域及び日本経済への貢献度等、持続可能な産業であることを明示するため、基幹産業として 

の観光が目指す姿を描く中長期的ビジョン（以下「観光産業ビジョン」）を策定した。 

 

２．目的 

観光産業で働くことの魅力を積極的に発信し、現役従事者および将来の就業を目指す若者 

に対し、観光産業を魅力ある成長産業として訴求することで、従事者のモチベーション向上 

と新規就業者の確保につなげる。 

 

３．進め方 

 ・当協会内に観光産業ビジョン策定検討会（以下「検討会」）を設置 

・座長を池上重輔氏（早稲田大学 大学院 経営管理研究科 研究科長・教授）に依頼し、当協会 

 主要会員企業を中心に、DMO（観光地域づくり法人）、旅館、ICT企業で構成するメンバーでの 

意見交換及び有識者による講演会を実施し、観光産業ビジョンを策定（メンバー企業・団体 

は裏面参照） 

・当協会の令和８年度第63回通常総会で発表 

 

４．これまでの流れ 

 ・令和６年10月～令和７年５月 当協会企画委員会で観光産業ビジョン策定の進め方について 

議論 

 ・令和７年３月～５月      検討会の座長およびメンバーの決定 

・令和７年６月        検討会を発足 

・令和７年６月～令和８年４月 検討会を７回開催（うち２回は有識者による講演） 

＜主な議論の内容＞ 

                ・観光を取り巻く現状と課題 

                ・給与を上げるための生産性向上 

                ・働きがいのある仕事を目指すにあたっての課題 

                ・次の10年を見据えての地域、組織、個人としての課題 

                ・日本の観光の価値 など 
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  （※）検討会メンバー企業・団体 17社 

 

通番 名称 

1 株式会社芦原国際ホテル美松【一般社団法人日本旅館協会会員】 

2 NECソリューションイノベータ株式会社 

3 株式会社オリエンタルランド 

4 一般社団法人金沢市観光協会 

5 KNT-CTホールディングス株式会社 

6 株式会社JSOL 

7 株式会社JTB 

8 株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイド 

9 全日本空輸株式会社 

10 一般社団法人長野県観光機構 

11 公益社団法人日本観光振興協会 

12 日本空港ビルデング株式会社 

13 日本航空株式会社 

14 株式会社日本旅行 

15 株式会社はとバス 

16 東日本旅客鉄道株式会社 

17 三井不動産株式会社 

                      （法人格を除く五十音順） 

 

   

   （写真１）検討会での講義の様子    （写真２）検討会でのグループワークの様子 

 

 

以上 


